
評価から次年度につなぐ
さらに効果的な広報活動の工夫が必要

医療機関と連携も視野にいれること

口コミで広げるため地区活動は重要

学校保健への広がり

自治連合会・育児サークル参加者・

校区ボランティアとの協働

乳がん体験者との普及啓発へ

受診率・早期発見率等の変化確認



地区診断
住民主体の目
的・目標設定

実施内容の

具体化

評価の観点・
指標の設定

保健師活
動の実践

評価
継続した
保健活動

ＰＬＡＮ

地区診断・課題整理

目的・目標設定

対象者選定

実施計画

ＤＯ実施

ＣＨＥＣＫ

実施評価（ＯＵＴＰＵＴ）

結果評価（ＯＵＴＣＯＭＥ）

ＡＣＴＩＯＮ

課題調整

改善

ＰＤＣＡサイクルで事業す
ることで評価の視点を持つ
ことの大切さがわかる

評価が出せる事業ができ
る

計画に主体的に関与する

繰り返すとスーパーゴール
へ！ 楽しさ 充実感！！

ＰＤＣＡしたら≪やった感≫を感じる！



国立保健医療科学院での研修に参加
して、
外部から堺市活動への公評いただい
たことで元気が出た

この活動を次世代保健師につないで
いこう！



事業評価研修を実施

中堅保健師が、地域における保健活動から明確にした
健康課題と地区診断を実施し、現状の活動や事業の
見直しを行うための、「保健活動・事業評価シート」の作
成や活用方法を身につける。

その結果、研修参加者が公衆衛生看護活動を担う、専
門職のリーダーとして、その役割を果たす人材となる。

国立保健医療科学院管理者コース修了者がファシリテーターとなった



研修の目標

①現状分析から課題を抽出し、住民主体の目的・目標を設
定できる。

②先を見通した、対策・目標解決の方法が具体的に設定で
きる。

③評価指標・達成度はＰＤＣＡのＰｌａｎの段階で想定で
きる。

④保健活動・事業評価シートに基づき効果的な保健活動実
践できる。

⑤未来を見通し、介入した結果見通した方向にどれだけ近
付けたかを評価する。

⑥保健活動・事業評価シートを通して、保健センター内で
の共通認識のもと継続した保健活動を実践できる。



日 時 内 容

～平成21年２月２日 事前準備 担当地区診断の情報整理
国立保健医療科学院の「保健活動・事業評価シート」に
記入

平成21年３月２日 講義

グループワーク

「保健活動（事業）の評価」
講師：国立保健医療科学院 主任研究官
中板育美先生

「保健活動・事業評価シート」の意見交換・修正

平成21年３月～４月 グループ毎に集合 「保健活動・事業評価シート」の意見交換・修正
新年度にあたりテーマを含めて変更もあり。
グループ毎に２～３回のグループワークを実施

平成21年４月３０日 「シート」の取り組
み状況報告

全体で「保健活動・事業評価シート」の発表と意見交換

～平成21年７月１０
日

21年度「保健活動・事業評価シート」を完成。提出。

平成21年８月３日 中間評価・講評
グループワーク

国立保健医療科学院 主任研究官 中板育美先生
各グループで１事例、残り事例はグループで発表。意見
交換・修正を行う。これ以降、シートに基づいて実践。

平成21年１２月７日 進捗状況報告会
グループワーク

各グループ１事例、残り事例はグループで発表。意見交
換。
研修受講の評価アンケート・意見交換実施。

平成22年２月５日頃 グループ毎に集合 グループワークを実施。実践の評価・意見交換。

平成22年３月８日 講義・講評・総括 国立保健医療科学院 主任研究官 中板育美先生
各グループで１事例の発表。
ファシリテーターからの報告。



研修で学んだこと

・限られた紙面に分かりやすく、簡潔に文章を表現すること、誰
が見ても分かるシートを書くことが大切と。

・シートを書くことが目的ではなくて、良い保健活動ができるた
めのツールである。

・同じ内容を考えていても、住民を主語にすることで表現方法が
かわっていき、どうしたら人に伝わるのかということを考える
ようになった。

・目的、目標を明確にすることで何の為に行うかということを常
に意識してかくことができた。

・企画評価・実施評価・結果評価などひとつずつ見ていく視点が
必要であると思った。

・地域活動は続いていくものなので、今後の課題をどうフィード
バックしていくかシートで表すことが大切と感じた。

・保健師がこうしたいではなくて地域住民がこうなってほしい、
そのためにどうするのか。結果、市民に対して何が還元できた
かが大事であるということを学んだ。



見る・見せることで保健師一人ひとりの
自信につながった！
 評価が明確になり目標を持った活動ができる

成果が見えるし、結果を見せることができる

異動となってもつなぐことができる

 住民視点で目的・目標を設定することで住民を主役にした保
健師活動へつながる

 （同職種・他職種・上司）にも見せることができる。

 ＰＤＣＡサイクルを意識し、あらかじめ評価指標を設定すること
で、結果が得やすい。

 結果が出せたことで自信がついた。専門性を発揮した活動が
でき 元気に！！

28

外部講師からの評価で市保健師に元気が出た


